
§2 目違いに関する基準類の整理 

 溶接は，様々な分野で多種多様なものを製作する上で用いられており，組立て精度についても各製

作物に応じた基準が設定されている。 

 それらの基準における目違いに関する基準，またはそれに準ずる基準を整理し，本研究の基礎資料

とする。 

 本調査で収集した基準類を表 2-1 に示す。橋梁に関しては道路橋・鉄道橋の基準を合わせて４件，

その他，造船，鉄骨，圧力容器，溶接構造物に関する基準を収集し，計９件の基準について調査した。 

 

表 2-1 調査した基準 

対 象 物 基  準  名 発  行  者 

橋 梁 

道 路 橋 

・道路橋示方書･同解説 Ⅱ 鋼橋編     H24.3 日本道路協会 

・鋼橋等製作基準             1993.5 本州四国連絡橋公団

・鋼構造物製作基準            H15.10 名古屋高速道路公社

鉄 道 橋 
・鉄道構造物等設計標準・同解説 

  鋼･合成構造物             H4.10 
鉄道総合技術研究所

造  船 ・日本鋼船工作法精度標準         2004 日本造船学会 

鉄  骨 ・建築工事標準仕様書 JASS ６ 鉄骨工事  1996 日本建築学会 

圧力容器 ・JIS B 8265，JIS B 8266         2003  

溶接構造物 
・疲労設計指針              1996 IIW（国際溶接学会）

・ＡＷＳ Ｄ１.１／Ｄ１.１Ｍ：2004 米国溶接協会 

 

 表 2-2，表 2-3 に各基準の継手の目違いに関する許容値を示す。各基準において，目違いの許容値

は板厚の関数もしくは板厚で分類した形で定められている。突合せ溶接継手の目違いの場合，調査し

た基準では板厚の10%から25%と基準によってばらつきはあるが，許容目違い量の最大値は概ね3～5mm

程度となっている。 
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